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問

問問

く
考
え
は
な
い
か
聞
く
。

	

拡
大
に
要
す
る
事
業
費
は
、

全
て
市
単
独
予
算
と
な
る
が
、
市
民

意
識
調
査
に
お
い
て
も
強
い
要
望
が

あ
り
、
子
育
て
支
援
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
経
済
的
な
負
担
が
大

き
い
世
帯
を
中
心
に
、
助
成
拡
大
に

向
け
て
平
成
26
年
度
予
算
編
成
の
中

で
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

■
こ
ど
も
未
来
部
の
新
設
に
つ
い
て

　

現
在
、
健
康
福
祉
部
で
所
管
す
る

答

■
第
２
子
保
育
料
の無

料
化
に
つ
い
て

	

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
保
育
所
へ
の
同

時
入
所
の
第
２
子
保
育
料
を
無
料
に

す
る
考
え
が
な
い
か
聞
く
。

	

こ
れ
ま
で
、
同
時
入
所
の
第

２
子
保
育
料
の
補
助
を
２
分
の
１
か

ら
３
分
の
２
へ
拡
大
し
、
年
間
約
１	

億
円
を
追
加
負
担
し
て
い
る
。
残
り

３
分
の
１
を
無
料
に
し
た
場
合
、
年

間
約
２
億
円
の
追
加
負
担
と
な
り
、

財
源
の
確
保
が
課
題
と
な
る
が
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
で

あ
る
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
平
成

26
年
度
予
算
編
成
の
中
で
無
料
化
の

実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

■
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
の

拡
充
に
つ
い
て

	

本
事
業
に
お
い
て
、
所
得
制

限
を
撤
廃
す
る
な
ど
、
拡
大
し
て
い

答

12月定例会
で可決した 主な議案

○事務分掌条例の一部改正議案
　機構改革により、こども未来部を
新設するとともに、環境部および都
市建設部の事務分掌を変更するた
め、条例の一部を改正するもの。
○公設水産地方卸売市場設置条例制定
議案
　中央卸売市場水産物部の地方卸売
市場への転換に伴い、公設水産地方
卸売市場を設置するため、条例を制
定するもの。
○不動産等取得議案
　財団法人高知県競馬施設公社の解
散に伴い、高知競馬場施設に係る建
物および工作物等一式（市持分15分
の４）を価格１億 9, 585万 3, 000円
以内で取得しようとするもの。

	

新
し
い
組
織
と
し
て
の
理
念

を
聞
く
。

	

上
水
道
事
業
と
下
水
道
事
業

は
、
環
境
や
水
資
源
の
保
全
管
理
と

い
っ
た
視
点
か
ら
一
つ
の
水
循
環
系

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
し
い

答

問

問 問

組
織
で
は
、
こ
の
視
点
を
基
本
に
、

管
路
網
と
設
備
を
一
体
的
に
維
持
管

理
し
な
が
ら
、
水
政
策
を
推
進
し
て

い
く
。

	

上
下
水
道
局
の
窓
口
や
事
務

室
の
配
置
な
ど
新
し
い
庁
舎
の
イ
メ

ー
ジ
に
つ
い
て
聞
く
。

	

当
面
、
上
下
水
道
局
の
庁
舎

と
し
て
利
用
す
る
現
水
道
局
庁
舎
に

は
、
現
在
、
業
務
委
託
先
社
員
を
含

め
約
１
５
０
名
が
勤
務
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
下
水
道
関
係
の
職
員
約
50
名

が
加
わ
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
庁
舎

を
一
部
改
修
し
て
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

市
民
窓
口
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

料
金
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
と
夜
間
休

答

日
窓
口
で
上
下
水
道
両
方
の
料
金
業

務
に
対
応
し
て
い
く
。
工
事
関
係
事

業
者
の
受
付
窓
口
に
つ
い
て
は
、
現

水
道
局
庁
舎
３
階
に
給
水
・
排
水
設

備
両
方
の
手
数
料
の
収
納
窓
口
を
新

た
に
設
置
し
、
手
続
き
が
ワ
ン
フ
ロ

ア
で
完
結
す
る
よ
う
に
す
る
。

	

市
民
等
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
聞
く
。

	

水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料

は
、
従
来
か
ら
合
わ
せ
て
収
納
し
て

お
り
、
こ
の
点
で
変
わ
り
は
な
い
。

　

ま
た
、
海
老
ノ
丸
に
あ
る
下
水
道

保
全
課
が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
下
水

道
受
益
者
負
担
金
や
排
水
設
備
工
事

等
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
現
水
道
局

庁
舎
に
移
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
水
道
お
よ
び
排
水
設
備
工
事

に
関
す
る
手
続
き
等
が
１
カ
所
で
行

え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
全
体
的
な

利
便
性
は
向
上
す
る
と
考
え
て
い
る
。

	

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
で
策
定
し

て
い
る
計
画
や
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
に
つ
い
て
の
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
聞
く
。

	
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
や
下
水
道
中

答答

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
施
策
と
教
育

委
員
会
で
所
管
す
る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
な
ど
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
に
、

・
児
童
手
当
な
ど
の
給
付
型
サ
ー
ビ

ス
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
施
設

型
サ
ー
ビ
ス

・
乳
児
検
診
な
ど
の
保
健
サ
ー
ビ
ス

・
保
育
や
幼
稚
園
な
ど
の
施
設
型
給

付
・
児
童
虐
待
防
止
な
ど
へ
の
相
談
サ

ー
ビ
ス

を
行
う
「
こ
ど
も
未
来
部
」
を
新
設

し
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
５
課

体
制
で
運
用
す
る
予
定
で
す
。

人
事
議
案

　

12
月
定
例
会
最
終
日
の
20
日
に
、

市
長
か
ら
教
育
委
員
会
委
員
、
公
平

委
員
会
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
議
案
、
人
権
擁

護
委
員
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
議
案

が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
ま
た

は
異
議
な
き
旨
答
申
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

　

野
並　

誠
二

公
平
委
員
会
委
員

　

竹
村　

み
ち
子

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

池
澤　

雅
文

人
権
擁
護
委
員

　

今
西　

恵
子　
　

上
田　

興
一
郎

　

北
村　

彰
子　
　

森　
　

裕
之

　
社
会
保
障
の
安
定
と
充
実
を
目
指

し
た
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

」
に
よ
り
、
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

」
が
平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
な
ど
、
大
規
模
な
制
度
改
正
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
総
合
計
画
の
中
で
子

ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
政
策
に
位
置
付
け
推
進
し
て
い

ま
す
が
、
25
年
度
に
実
施
し
た
市
民

意
識
調
査
で
も
要
望
が
高
く
、
取
り

組
み
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
け
る
上
水
道
事
業
と
、

汚
水
や
雨
水
を
排
除
・
再
生
化
す
る

下
水
道
事
業
は
、
共
に
市
民
生
活
に

不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
組
織
の
統
合
に
よ
り
、
各

事
業
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

経
営
基
盤
の
強
化
や
災
害
対
策
の
推

進
な
ど
、
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
指
し
て
、
平
成
26
年
４
月
１

日
に
新
た
に
「
上
下
水
道
局
」
を
設

置
し
ま
す
。

水
政
策
の
推
進
に
向
け
て

期
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
、
将
来
に
向
け
て

の
基
本
計
画
、
事
業
計
画
が
そ
れ
ぞ

れ
策
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
継

続
、
推
進
を
新
し
い
組
織
の
責
務
と

考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
機
会
を
捉
え
な
が
ら
、
水

循
環
全
般
を
見
渡
し
た
上
下
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
を
考
え
て
い
き
た
い
。

～
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
～～

上
下
水
道
事
業
の
組
織
統
合
～

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
は
ぐ
く
む




